
ふるさとの道を、力いっぱい。
仁多小学校ロードレース開催
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激
励
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　５
月
29
日
〜
６
月
６
日
に
開
催
さ
れ
る
、

Ｕ
18
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
２
０
２
６
日
本
代
表

に
、横
田
高
校
の
男
女
５
名
の
選
手
が
選
出

さ
れ
、５
月
21
日
に
仁
多
庁
舎
で
激
励
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【出場大会】令和８年度U18ホッケー日本代表アジアカップ
期日：5月29日～6月6日　会場：岐阜県相模原市

▲（左から）青木千夏選手、西村瑞希選手、宮本康樹選手、松﨑健吾選手、吉岡真大選手

▲役員会の様子
広報 奥出雲 2広報 奥出雲3

吉岡真大選手（3年）
昨年のアジアカップの経験を活
かし主将としてチームを勝利に
導きます。
松﨑健吾選手（3年）
自分の実力をしっかりと発揮し優
勝できるように頑張ります。
宮本康樹選手（3年）
海外の選手に負けないように自
分の力を発揮してきます。
西村瑞希選手（2年）
緊張することもあると思います
が、自分の力を十分に発揮して
きます。
青木千夏選手（2年）
精一杯自分ができることを発揮し
てプレーができるよう頑張ります。

　５
月
24
日
、
三
成
公

園
で「
奥
出
雲
ど
ん
ぶ
り

フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
1
、

5
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。会
場
に
は
14
店
舗

が
出
店
し
、
各
店
自
慢

の
ど
ん
ぶ
り
メ
ニ
ュ
ー
を

求
め
、多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、仁
多
乃
炎
太
鼓
に

よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
が

披
露
さ
れ
、会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、ゲ

ス
ト
と
し
て
奥
出
雲
仁
多
米
P
R
大
使
で
あ
る
出
雲
市

出
身
の
料
理
系
大
食
い
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
ロ
シ
ア
ン
佐

藤
さ
ん
が
登
場
。大
食
い
企
画
で
は
豪
快
な
食
べ
っ
ぷ
り

に
歓
声
が
上
が
り
、
ロ
シ
ア
ン
佐
藤
さ
ん
と
町
長
に
よ
る

対
談
で
は
、
奥
出
雲
町
の
食
の
魅
力
や
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　来
場
者
は
、
奥
出
雲
な
ら
で
は
の
食
を
味
わ
い
な
が

ら
、イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

　主
催
し
た 

奥

出
雲
町
商
工
会

青
年
部 

で
は
、

「
食
を
通
じ
て
奥

出
雲
町
の
魅
力

を
発
信
で
き
た
。

今
後
も
地
域
を

盛
り
上
げ
る
イ
ベ

ン
ト
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　４
月
28
日
、
奥
出
雲
町
自
治
会
長
会

連
合
会
が
開
催
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り

自
治
会
長
と
し
て
自
治
会
運
営
に
あ
た

ら
れ
た
岩
佐
俊
秀
さ
ん
（
横
田
地
区
角

自
治
会
）お
よ
び
景
山
明
さ
ん（
八
川
地

区
八
川
本
郷
自
治
会
）
の
お
二
方
に
糸

原
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。　岩

佐
さ
ん
は
自
治
会
長
と
し
て
16
年
、

横
田
地
区
自
治
会
長
会
会
長
と
し
て
12

年
、
町
自
治
会
長
会
連
合
会
会
長
と
し

て
７
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
町
政
発
展
、

地
域
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　景
山
さ
ん
は
自
治
会
長
と
し
て
12

年
、
八
川
地
区
自
治
会
長
会
会
長
と
し

て
９
年
、
ま
た
町
自
治
会
長
会
連
合
会

副
会
長
と
し
て
２
年
に
わ
た
り
地
域
の

振
興
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、

長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
地
域
住
民
の
相

談
対
応
に
尽
力
さ
れ
た
郷
原
喜
美
子
前
委
員
へ
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、新
た
に
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

さ
れ
た
長
谷
川
勝
一
委
員
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民

間
有
識
者
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。役
所
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
意

見
、要
望
、問
い
合
わ
せ
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、関
係

行
政
機
関
へ
改
善
の
申
し
入
れ
を
行
う
な
ど
、
問
題
解
決

の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　郷
原
さ
ん
は
、「
様
々
な
相
談
を
受
け
た
り
、
た
く
さ
ん

の
方
と
の
出
会
い
と
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
や
っ
て
こ
ら

れ
た
」と
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
振

り
返
ら
れ
ま
し

た
。　奥

出
雲
町
で

は
三
成
中
央
公

民
館
と
横
田
公

民
館
で
随
時
相

談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。相
談

を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に

電
話
連
絡
の
う

え
お
越
し
く
だ

さ
い
。

行
政
相
談
委
員 

　

感
謝
状
贈
呈・新
規
委
員
委
嘱
状
交
付

加
藤 

智
恵
美
さ
ん
を

         

教
育
委
員
に
任
命

自
治
会
長
永
年
勤
続
表
彰

郷原喜美子さん（中央左）、長谷川勝一さん（中央右）、
島根行政監視行政相談センター　渡邊敏章 所長（右）

岩佐俊秀さん景山明さん

　谷
尻
圭
子
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
５
月
25
日
付
け
で
加
藤

智
恵
美
さ
ん
が
新
た
に
教
育
委

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は

４
年
で
す
。

　就
任
に
あ
た
り
、
加
藤
さ
ん
は

「
就
学
前
の
教
育
現
場
で
培
っ
た

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
も
、
こ
れ

か
ら
は
教
育
委
員
と
し
て
、
さ
ら

に
様
々
な
角
度
か
ら
教
育
環
境
の

変
化
を
捉
え
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

奥出雲町教育委員会
構     成

職    名

教 育 長

委 員

委 員

委 員

委 員

氏             名（敬称略）

川本　健二

福田　充雄

松﨑百合子

小林　勝吾

加藤智恵美

仁
多
郡
遺
族
連
合
会
役
員
会

　仁
多
郡
遺
族
連
合
会（
会
長
・
石
原
道
夫
・

会
員
数
4
7
4
名
）
の
役
員
会
が
、
５
月
30

日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。同
会
は
、
先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
捧
げ

た
英
霊
の
顕
彰
と
、戦
争
の
な
い
平
和
な
国
づ

く
り
へ
の
協
力
を
す
る
こ
と
が
主
な
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　役
員
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
事
業
・
決

算
報
告
や
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

な
ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
戦
後
81
年
を
迎

え
、
日
本
遺
族
会
や
島
根
県
遺
族
連
合
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
組
織
の
再
検
討
や
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
ぐ
「
語
り

部
事
業
」
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
や
、
全
国
で
も
先
進
的
に
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
奥
出
雲
町
の
「
慰
霊
碑
統

合
」が
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

　石
原
会
長
は
、「
戦
後
81
年
で
は
あ
る
が
、

遺
骨
の
収
集

や
D
N
A
鑑

定
な
ど
や
今

年
始
ま
っ
た

海
没
船
の
引

き
揚
げ
調
査

も
あ
り
、
未

だ
戦
争
の
後

始
末
は
終

わ
っ
て
い
な

い
。悲
痛
な
戦

争
の
記
憶
を

世
代
を
超
え

て
継
承
し
て

い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　お
に
ぎ
り
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と

し
て
国
内
外
で
活
躍
す
る
お
に
ぎ
り
太

郎
さ
ん
を
招
き
、鳥
上
公
民
館
で
、お
に

ぎ
り
太
郎
さ
ん
が
に
ぎ
っ
た
お
に
ぎ
り
を
よ

こ
た
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
が
食
べ
て
、仁
多
米
の
美
味
し
さ
を
伝

え
る「
仁
多
米
P
R
」イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、お
に
ぎ
り
太
郎
さ
ん
が
土
鍋
で
炊
き
上
げ
た
炊
き
立
て

の
仁
多
米
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
ぎ
り
、園
児
た
ち
に
振
舞
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は「
あ
つ
あ
つ
で
、ふ
わ
ふ
わ
で
お
い
し
い
」「
ご
は
ん
と
の

り
と
塩
を一緒
に
食
べ
る
と
お
い
し
い
」な
ど
と
笑
顔
で
感
想
を
話
し
、

「
お
か
わ
り
ち
ょ
う
だ
い
！
」と
ほ
と
ん
ど
の
園
児
が
お
か
わ
り
を
す

る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

　お
に
ぎ
り
太
郎
さ
ん
は「
将
来
こ
ど
も
た
ち
が
奥
出
雲
で
米
づ
く

り
を
し
よ
う
と
思
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
」と
心
を
込
め
て
お
に
ぎ
り

を
に
ぎ
ら
れ
ま
し
た
。

　食
後
に
は
園
児
と
お
に
ぎ
り
太
郎
さ
ん
の
交
流
の
時
間
も
あ
り
、

美
味
し
い
お
に
ぎ
り
が
に
ぎ
ら
れ
る〝
魔
法
の
手
〞に
興
味
津
々
の
園

児
た
ち
。笑
顔
と
歓
声
に
溢
れ
た
に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま

し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
の
様
子
は
仁
多
米
P
R
動
画
と
し

て
制
作
し
、７
月
以
降
に
町
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
発
信
し
ま
す
。

お
に
ぎ
り

　太郎
さ
ん
の

仁
多
米
お
に
ぎ
り

お
い
し
い
！

▲奥出雲町公式
　インスタグラム
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平
成
30
年
６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ

り
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
建
築
物
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
組
積
造
の
壁
（
れ
ん
が
造
、
石
造
等
）
の
所
有
者
等
の
皆
様
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
安
全
を
確
保
し

て
く
だ
さ
い
。

建
築
物
の
壁
の
安
全
点
検
に
つ
い
て出典：国土交通省ウェブサイト

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/blockbei.html

【お問い合わせ】総務課  防災管理係　電話：54-2505   有線：31-5000（内線5227）　
※危険なブロック塀等の除去等について補助制度を設けておりますので、
　総務課防災管理係までご相談ください

国民健康保険「資格確認書」・
「資格情報のお知らせ」の送付について

・マイナ保険証をお持ちでない方　…　「資格確認書」を送付します。
・マイナ保険証をお持ちの方　………　「資格情報のお知らせ」を送付します。
詳しくは、一緒にお送りする文書でご確認ください。

健康福祉課　医療介護保険係　電話：54-2511　有線：31-5000（内線5129）　お問い合わせ

　国から示されたマイナンバーカードと健康保険証の原則一本化の方針に
基づき、紙の健康保険証は令和６年１２月２日に新規発行を終了しました。
　現在お持ちの資格確認書は令和8年７月３１日で使えなくなります。
　７月中旬頃から各加入世帯に、新しい「資格確認書」または「資格情報の
お知らせ」をお届けいたします。

マイナ保険証を持っていても、国民健康保険に加入するときや、やめるときは、これまでどおり届出
が必要です。必ず１４日以内に届け出をしましょう。
※自動的には変わりませんので、必ず手続きが必要です。

　※マイナ保険証とは、健康保険証として利用できるように登録をしたマイナンバーカードのことです。

　また、他の保険加入後に国保喪失手続きをしないまま医療機関にかかると、国保で負担した費用
を全額返還していただく場合がありますのでご注意ください。

□✓ 85歳以上の方  …「資格確認書」を送付します
□✓ 84歳以下の方で、
 ①マイナ保険証を利用している方（※１）　　
 　      …「資格情報のお知らせ」を送付します
 　　注　医療機関を受診される際は、マイナ保険証を必ず持参してください。
 　　（「資格情報のお知らせ」単体では受診できません。）

 ②マイナ保険証を利用していない方／マイナ保険証を持っていない方
 　  （①に該当しない方）…「資格確認書」を送付します

有効期限をよく確認し、新しい資格確認書を誤って処分しないようにご注意ください。

後期高齢者医療保険加入の皆様へ
お知らせです

75歳以上の人・
65歳～74歳で認定を受けて

加入している人

【後期高齢者医療保険の資格確認書を更新します】

★年齢やマイナ保険証の利用状況によって、届くものが異なります！

新しい資格確認書の有効期限は令和9年7月31日です。

現在お持ちの資格確認書は令和8年7月31日で使えなくなります。
7月中旬から下旬にかけて、新しい「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」を
特定記録郵便でお届けします。

（※１）
「マイナ保険証」とは、
健康保険証として利用できるように登録をしたマイナンバーカードのことです。
「マイナ保険証を利用している方」とは、
　　・過去１年間で６回以上マイナ保険証を利用している人
　　・概ね直近３カ月以内にマイナ保険証を利用している人

【お問い合わせ】 健康福祉課　医療介護保険係　電話：54-2511　有線：31-5000（内線5122）

新築・増築に係る家屋調査について

【お問い合わせ】 税務課 電話：52-2671 有線：20-4000 （内線4253）

家屋（車庫・倉庫含む）を新築・増築すると、完
成した翌年度から固定資産税が課税されます。税
額を算出するために家屋調査を行う必要がありま
すので、該当の建物がある場合は、役場税務課へ
ご連絡ください。町職員が該当する家屋へ調査に
お伺いしますので、ご協力をお願いします。
　家屋調査では、家屋の内外部の材質・建具の大
きさ・建築設備の種類などを確認しますので、事
前に建築資料（平面図等）の提供をお願いしてい
ます。

　また、次のような場合は
届け出が必要です。

　税務課（横田庁舎）または町民課（仁多庁舎）
にご提出ください。
①家屋を取り壊された場合  ⇒  『家屋滅失届』
②未登記家屋を相続または売買等により
　名義変更された場合
　⇒　『未登記家屋所有者変更届』

 ①マイナ保険証を利用している方（※１）　　



今年も出水期に入りました。
川での作業・釣り・こどもの水遊びなどは、十分に気をつけて下さい。
阿井川ダムの放流量増加を知らせるサイレンが鳴ったときには、川の水が
増えますので、すぐに川の土手（堤防）から外へ出て下さい。

ダムの放流にご注意！

【お問い合わせ】 中国電力株式会社
　　　　　　　 東部水力センター　出雲土木課　電話：0853-21-6157

　土砂災害が発生した場合に、住民等の生命又は身体に危害が生ずるおそ
れがあると認められる区域を「土砂災害警戒区域（イエローゾーン）・特別
警戒区域（レッドゾーン）」として指定しています。
　この指定に関しては、おおむね５年ごとに基礎調査を行い、見直しや新
規区域の抽出を行うこととしています。基礎調査では、地形や土地利用の
状況等を確認し、変化が認められた箇所や、高精度な地形情報等を用いて
抽出した土砂災害が発生するおそれのある箇所等について、現地確認など
詳細な調査を行います。

【お問い合わせ】 総務課 防災管理係　電話：54-2505　有線：31-5000（内線5227）
島根県 雲南県土整備事務所 仁多土木事業所　電話：54-1253　 　

調査結果に関する地元説明会
区域の指定手続き

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）の指定完了

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）の見直し
土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）の指定完了

検索島根県　土砂災害警戒区域詳しくはこちらで検索 ➡

1巡目調査

2巡目調査

①見直し調査
●斜面の下にある擁壁などの施設の効果を踏まえたレッド区域の見直し

 ●公共事業や民間開発等の状況を踏まえた区域の見直し

②新規区域の抽出
 ●地形図の高精度化や、住宅の新築に伴う

新規指定箇所の抽出
※令和8年7月より順次現地調査を行います
　私有地に立ち入る場合は調査会社が事前に土地所有者のご了解を
　いただきます

平成21年

平成29年

令和元年

令和8年

平成21年

平成29年

令和元年

令和8年

令和10年度
以降

令和10年度
以降

土砂災害警戒区域・特別警戒区域の調査を実施します

新種目「ペットボトルリサイクル」に挑戦新種目「ペットボトルリサイクル」に

横田高校 初の試み 5/8（金）

総合リレーで全速力！
優勝した黄組の3年生が疾走
総合リレーで全速力雨雲にも風にも負けない団長たちの決意表明雨雲にも風にも負けない団長たちの決意表明

競技中（ムカデ競争）でも
余裕のスマイル

競技中（ムカデ競争）でも

春の体育祭
横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

GW明けの週末の金曜日、横田高校では体育祭を開催しました。近年の温暖化による猛暑対策として、
今年度より稲陵祭（横田高校の学園祭）を5月（体育祭）と8月（文化祭）の2回に分けて実施することになっ
たためです。
当日の天候は曇り、気温は15℃、やや風があり少しひんやりとする天気の中、横高初の5月体育祭は赤（ピ
ンク）、青、黄の3色のリーダーたちの威勢のよい選手宣誓から始まりました。午後には横高生の熱気（？）
で雨雲も吹き飛び、太陽の下で最終種目の総合リレーを行うことができました。例年悩まされていた熱中
症のおそれもなく、数多くの競技が実施され、一人一人が楽しみながら参加できた充実の体育祭でした。
8月の文化祭は初日の28日を横田コミュニティセンター、2日目の29日を横田高校で開催予定です。奥
出雲町のみなさまもぜひお越しください。

とうりょう

　毎月1回土曜日にマイナンバーカードの交付とマイナンバーカードのサポート申請を行います。
　なお、混雑緩和、必要書類確認等のため、事前の予約制となっています。実施日前日（金曜日）の13：30までに
予約の電話を必ずお願いします。（当日予約不可）

●時間　9：00～ 12：00
●交付場所及び予約先　町民課（役場仁多庁舎）　電話：54-2510　　　　
●必要書類 カード受取りの場合

①交付通知書（ハガキ）  ②マイナンバーカード（お持ちの方のみ）  ③通知カード（お持ちの方のみ）
④本人確認書類　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ 1点で確認できるもの（官公庁が発行したもので、顔写真付きのもの）
 （マイナンバーカード、運転免許証、パスポート、在留カード、身体障害者手帳等）
・ 2点必要なもの（「氏名＋住所」または「氏名＋生年月日」が記載されたもの）
 （資格確認書、介護保険者証、学生証、各種医療受給者証、年金手帳、年金証書等）

※15歳未満の方は、法定代理人の方と一緒に来庁してください。本人及び法定代理人の方の本人確認書類が
必要です。

カード申請の場合
①本人確認書類（運転免許証、資格確認証ほか）  ②交付申請書（お持ちの方のみ）

●実施日　毎月1回、土曜日に実施します。
令和8年7月
　　　　8月
　　　　9月
　　　10月
　　　11月

25日
22日
26日
24日
28日

12月
令和9年1月

2月
3月

12日
23日
27日
13日

マイナンバーカードの休日交付と
休日申請サポートのご案内
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みんなの掲示板

https://www.nounen.go.jp
詳しくは… 農業者年金基金 検索

※農業者年金に加入できる方の要件は以下の通りです。
・年間60日以上農業に従事している方で、
・国民年金第1号被保険者（60歳未満）又は、
　　　　国民年金の任意加入者（60歳以上65歳未満）
※詳しくは、お近くの農業委員会、又はJAへ!

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です!
一定の要件を満たす方には、
　　　　　　　　　月額最大1万円の保険料補助
保険料は全額社会保険料控除の対象
　　　　　　　　　　など、生涯を通じて大きな節税効果!終身年金で

安心！

農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を!

農業委員会からのお知らせ

知って得する!農業者年金

住
宅
省
エ
ネ
２
０
２
６
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　今
年
も
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
の
３
省

が
取
り
組
む
補
助
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
省
エ
ネ
住
宅

購
入
、
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
等
、
脱
炭
素
化
社
会
を
目
指

す
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
去
年
ま
で
に
比
べ
、

よ
り
ど
れ
だ
け
断
熱
性
能
を
上
げ
た
か
が
重
視
さ
れ
る
方

向
で
す
。

　利
用
で
き
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
浴

室
改
修
、節
水
型
ト
イ
レ
、内
窓
設
置
、サ
ッ
シ
交
換
、外
壁
・

天
井
断
熱
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
な
ど
広
範
囲
で
す
が
、
必
須

工
事
と
し
て
リ
ビ
ン
グ
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
寝
室
な
ど
居
室

の
サ
ッ
シ
開
口
部
改
修
と
そ
の
改
修
グ
レ
ー
ド
に
よ
っ
て

断
熱
改
修
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　寒
さ
対
策
は
省
エ
ネ
評
価
に
つ
な
が
り
や
す
い
の
で
、

古
い
住
宅
ほ
ど
補
助
額
が
出
や
す
く
有
利
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
補
助
金

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
Q
R
コ
ー
ド
「
補

助
対
象
リ
フ
ォ
ー
ム
M
A
P
」
か
ら
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　こ
の
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
登
録
さ
れ
た
事
業
者
へ

工
事
を
発
注
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

は
必
須
工
事
が
あ
り
複
雑
で
す
の
で
、
ま
ず
は
登
録
さ
れ

た
事
業
者
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
Q
R
コ
ー
ド
「
補
助

金
利
用
を
相
談
で
き
る
事
業
者
（
住
宅
省
エ
ネ
支
援
事
業

者
）
の
検
索
」
か
ら
都
道
府
県
「
島
根
県
」、「
詳
し
い
条

件
で
絞
り
込
む
」
を
選
択
し
、
工
事
し
た
い
内
容
を
選
び
、

フ
リ
ー
ワ
ー
ド
に
「
仁
多
郡
」
を
入
力
し
、
検
索
す
る
と

地
元
の
事
業
者
名
が
分
り
ま
す
。

　新
築
は
補
助
対
象
世

帯
が
若
者
に
限
定
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　事
業
者
に
相
談
し
て
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

国
の
補
助
制
度

奥出雲町長選挙の執行及び
立候補予定者説明会の開催について

任期満了に伴う奥出雲町長選挙についてお知らせします。

【選挙期日】（投開票日）9月6日（日）　【告示日】（立候補届出日）9月1日（火）
【立候補予定者説明会】
〈日時〉　7月30日（木）午後1時30分から（受付は午後1時から開始します）
〈場所〉　役場仁多庁舎4階大会議室
※立候補予定者1名につき、説明会への出席者は2名までとします。

【立候補できる方】
年齢要件　平成13年9月7日以前に生まれた方（選挙期日現在25歳以上）

補
助
対
象
リ
フ
ォ
ー
ム

M
A
P

◀

補
助
金
利
用
を
相
談
で

き
る
事
業
者（
住
宅
省
エ

ネ
支
援
事
業
者
）の
検
索

◀

【お問い合わせ】奥出雲町選挙管理委員会　電話：54-2505
◎制度の詳細は、立候補予定者説明会の際にご説明いたします。

島
根
県
立
東
部
高
等
技
術
校
　
令
和
８
年
度

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
実
施
の
ご
案
内

【
介
護
初
任
者
研
修
科
】

　
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
福
祉
に
お
け
る
介

護
従
事
者
と
し
て
必
要
な
職
業
倫
理
と
態
度

や
、
社
会
福
祉
領
域
全
般
に
必
要
な
基
本
的
知

識
や
技
術
、
さ
ら
に
は
福
祉
の
や
さ
し
い
心
を

持
て
る
、
即
戦
力
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
を
養
成
し

ま
す
。

◆
訓
練
会
場
　
雲
南
市
下
熊
谷
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
募
集
期
間
　
５
月
11
日
〜
７
月
13
日

◆
訓
練
期
間
　
８
月
４
日
〜
10
月
30
日
　

◆
定
員

10
〜
15
名

◆
取
得
目
標
資
格
等
　
介
護
職
員
初
任
者
研

修
終
了

【
就
職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
〜
実
務
レ
ベ
ル
ま
で
の

技
術
を
身
に
付
け
ま
す
。
ま
た
社
会
人
と
し

て
の
マ
ナ
ー
や
知
識
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
等
を
習
得
し
、
職
種
を
問
わ
ず
幅

広
く
一
般
業
務
に
対
応
で
き
る
知
識
・
技
能
を

習
得
し
ま
す
。

◆
訓
練
会
場
　
雲
南
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◆
募
集
期
間
　
６
月
1
日
〜
８
月
５
日

◆
訓
練
期
間
　
９
月
１
日
〜
11
月
30
日
　

◆
定
員

10
〜
15
名

◆
取
得
目
標
資
格
等
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー

ビ
ス
技
能
評
価
試
験（
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
）３

級
・
２
級

自
衛
官
等
募
集
案
内

【
第
２
回
　
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
募
集（
陸

上
・
海
上
・
航
空
自
衛
官
）】

　
陸
上
、
海
上
、
航
空
各
自
衛
隊
の
部
隊
勤
務

を
通
じ
て
、
そ
の
基
幹
隊
員
と
な
る
陸
・
海
・

空
自
衛
官
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
陸
・
海
・

空
の
各
部
隊
で
経
験
を
積
み
、
入
隊
後
、
２
年

９
か
月
以
降
、
選
考
に
よ
り
曹
へ
と
承
認
し
定

年
退
職
ま
で
勤
務
で
き
ま
す
。

◆
応
募
期
間
　
７
月
１
日（
水
）〜
９
月
１
日

（
火
）

◆
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
に

お
い
て
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

◆
試
験
期
日

（
１
次
）９
月
16
日（
水
）〜
９
月
27
日（
日
）の
う

ち
指
定
す
る
１
日

（
２
次
）10
月
17
日（
土
）〜
11
月
１
日（
日
）の
う

ち
指
定
す
る
１
日

◆
試
験
会
場

（
１
次
）ご
自
宅
で
受
験
が
可
能
で
す
。

（
２
次
）陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

◆
試
験
種
目

（
１
次
）筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試

験
）

（
２
次
）口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

◆
採
用
予
定
日

　
採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
第
２
回
　
２
等
陸
・
海
・
空
士（
任
期
制
自

衛
官
）募
集（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）】

　
入
隊
と
同
時
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
で
あ
る

自
衛
官
に
任
命
さ
れ
る
、
任
期
制
の
自
衛
官
で

す
。

　
陸
上
は
２
年
、
海
上
・
航
空
は
３
年
を
１
任

期
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。（
２
任
期
目
以
降
は
、

１
任
期
２
年
と
な
り
ま
す
。）

　
任
期
満
了
後
は
継
続
し
て
勤
務
す
る
こ
と

を
選
択
で
き
る
ほ
か
、
民
間
企
業
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
場
合
は
就
職
援
護
も
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
応
募
期
間
　
７
月
１
日（
水
）〜
９
月
１
日

（
火
）

◆
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
に

お
い
て
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

◆
試
験
期
日

（
筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
））

９
月
16
日（
水
）〜
９
月
20
日（
日
）の
う
ち
指

定
す
る
１
日

（
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
）10
月
３
日（
土
）

〜
11
月
１
日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

◆
試
験
会
場

（
筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
））

ご
自
宅
で
受
験
が
可
能
で
す
。

（
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
）

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

◆
試
験
種
目
　
筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述

試
験
及
び
身
体
検
査（
経
歴
評
定
）

※
経
歴
評
定
と
は
、
多
様
な
経
歴
を
有
す
る
受

験
者
の
能
力
を
総
合
的
に
評
価
す
る
者
で
す
。

該
当
す
る
資
格
・
免
許
等
は
自
衛
官
募
集
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
下
さ
い
。

◆
採
用
予
定
日

　
採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力

本
部（
松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
１
０
号
）

☎
０
８
５
２
–
２
１
–
０
０
１
５

く
に
び
き
学
園
東
部
校
受
講
生
募
集
の

ご
案
内

　
く
に
び
き
学
園
で
は
、
現
地
へ
出
か
け
た

り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
健
康
づ
く
り
活
動

を
体
験
し
た
り
と
、
楽
し
み
な
が
ら
実
践
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
た
な
生
き
が
い
と

仲
間
と
の
出
会
い
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
受
講
資
格
　
①
原
則
と
し
て
島
根
県
内
に

在
住
で
、
学
習
意
欲
が
旺
盛
で
あ
り
、
か
つ
地

域
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
。

②
60
歳
以
上
の
方
　
※
60
歳
未
満
の
方
も
受

講
で
き
ま
す
。

③
シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き
学
園
卒
業
生
も
受

講
で
き
ま
す
。

◆
募
集
定
員

50
名
程
度

◆
修
学
期
間
　
２
年
間（
令
和
８
年
９
月
〜
令

和
10
年
８
月
）

◆
登
校
日
　
毎
週
火
曜
日（
年
間
40
日
程
度
）

◆
学
習
拠
点
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根（
松
江

市
東
津
田
町
１
７
４
１
–
３
）

◆
受
講
料
等
　
受
講
申
込
金
：
１
万
円
、
受

講
料
年
額
１
万
８
千
円
、
傷
害
保
険
料
年
額

１
５
０
０
円
程
度
　
※
受
講
に
係
る
諸
経
費
・

学
生
自
主
活
動
に
係
る
諸
経
費
は
個
人
負
担

◆
申
し
込
み
　
受
講
申
込
書
を
提
出
い
た
だ

く
か
、
ネ
ッ
ト
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切
　
７
月
31
日（
金
）消
印
有
効

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
く
に
び
き
学
園
東
部
校

（
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
０
８
５
２
–
３
２
–
５
９
８
１

く
に
び
き
学
園
公
開
講
座
の
ご
案
内

神
在
月
の
国「
出
雲
」〜
神
々
は
な
ぜ
こ
の

地
に
集
わ
れ
る
の
か
〜

　
神
在
祭
や
神
話
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
お
話
し
い
た
だ
き
、
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

◆
講
師
　
万
九
千
神
社
宮
司
錦
田
剛
志
氏

◆
会
場
　
本
会
場
：
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
定
員
１
３
０
名
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場
：
い
わ

み
ー
る（
定
員
60
名
）　
他

◆
日
時
　
７
月
７
日（
火
）13
時
〜
14
時
45
分

◆
参
加
費
　
無
料

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
く
に
び
き
学

園（
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
０
８
５
２
–
３
２
–
５
９
８
１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成

講
習
の
ご
案
内

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く

き
っ
か
け
と
な
る
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　
実
技
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た

実
践
的
な
内
容
で
、「
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

仕
事
に
挑
戦
し
た
い
」「
新
た
に
知
識
や
技
術

を
学
び
た
い
」方
に
お
勧
め
で
す
。

◆
日
時
　
７
月
９
日（
木
）〜
７
月
10
日（
金
）

の
２
日
間
　
10
時
〜
16
時

◆
場
所
　
三
刀
屋
交
流
セ
ン
タ
ー（
会
議
室
）
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広報 奥出雲 10広報 奥出雲11

みんなの掲示板

今
回
の
振
替
は
次
の
通
り
で
す
。

　○
町
県
民
税（
１
期
）

　○
情
報
通
信
使
用
料

　○
上
水
道
使
用
料

　○
下
水
道
使
用
料

　○
住
宅
使
用
料

　○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　○
住
宅
共
益
費

　○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

税
金・使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

６
月
分
の
口
座
振
替
は

　
　
６
月
30
日（
火
）で
す
。

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　き、今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た
だ

　
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
使
用
人
数
の
変
更（
転
入
・
転
出
・

出
生
・
死
亡
）が
あ
っ
た
場
合
は
、速
や

か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出
を
し
て
下

さ
い
。使
用
人
数
に
よ
っ
て
使
用
料
金

が
変
わ
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
業・合
併
）

に
つい
て

７
月
の

行
事
予
定

世界農業遺産の国内外への情報発信とインバ
ウンド観光の推進のため、大阪・関西万博で
オランダパビリオンのコンテンツプロデュー
サーを務めた経歴をお持ちのスミトさんに、
グローバルな視点で奥出雲の可能性を切り開
いていただきます。

スミト隊員
（オランダ出身）

世界農業遺産
国際コーディネーター

世界農業遺産など素晴らしい奥出雲
の魅力を映像制作やSNSを通して、
国内外に広く発信していきます。

の紹介
地域おこし協力隊

お詫びと訂正
「広報奥出雲」５月号に掲載しました以下の記事におきまし
て、写真に誤りがありました。
関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことをお詫びすると
ともに、ここに訂正させていただきます。
◆５ページ「町立奥出雲病院附属横田診療所開所式」左下写真

（正） （誤）

奥出雲町では、有害鳥獣捕獲班の皆さんに有害鳥獣を捕獲・駆除してい
ただいています。令和８年４月の捕獲・駆除頭数実績は次のとおりです。

【お問い合わせ】　農業振興課 農業生産・鳥獣係
　　　　　　　 電話：５２－２６７９
　　　　　　　 有線：２０－４０００（内線４３３8）

地域 ニホンジカ イノシシ タヌキ カラス サギ類

3

11

14

17

10

27

3

2

5

123

0

123

1

0

1

その他

3

1

4

仁多地域

横田地域

合計

有害鳥獣の捕獲・駆除実績
奥出雲町では、有害鳥獣捕獲班の皆さんに有害鳥獣を捕獲・駆除してい
ただいています。令和８年４月の捕獲・駆除頭数実績は次のとおりです。

地域 ニホンジカ イノシシ タヌキ カラス サギ類 その他

有害鳥獣の捕獲・駆除実績有害鳥獣の捕獲・駆除実績

※その他は、アナグマ、ヌートリア等の合計です。
有害鳥獣による農作物被害があった場合は、下記までご連絡ください。

★★成人健診★★ （問）健康福祉課54－2781

腹部エコー
検査

2日（木）（午前）亀嵩公民館、布勢コミセン
9日（木）（午前）仁多庁舎
17日（金）（午前）横田コミセン（午後）仁多庁舎

胃がん検診 24日（金）（午前）あいコミセン（午後）三沢公民館
結核・肺がん 6日（月） 高尾、鳥上、横田、八川、馬木

子宮頸がん検診

15日（水）（午前）亀嵩、八川、馬木（午後）布勢、阿井
26日（日） 横田コミセン
毎週月曜日
（除祝日） 奥出雲病院

乳がん検診
7日（火） 奥出雲病院24日（金）
26日（日） 横田コミセン

住民健診等
（集団健診）

14日（火） 健康センター21日（火）

★★古紙回収★★ （問）環境政策課54－2513

八川 八川コミセン 4日
（土）三井野原ふれあいセンター

馬木 馬木コミセン
布勢 布勢コミセン

11日
（土）阿井 家畜集合施設

下阿井運動広場
三沢 三沢公民館

横田 横田コミセン横 18日
（土）役場横田庁舎裏

鳥上 鳥上コミセン

三成
役場仁多庁舎玄関横

25日
（土）

下高尾旧消防格納庫

亀嵩 亀嵩基幹集落センター
鳥谷木材店車庫

★★幼児健診★★ （問）健康福祉課54－2781
3歳児健診 23日（木） 令和4年11月・12月生 13:00～13:15 健康センター5歳児健診 9日（木） 令和3年4月2日～9月生 個別に文書送付

★★健康に関する相談★★
こころの健康相談日 6日（月） 14:00～15:00（予約制） 役場仁多庁舎（問）健康福祉課

　　54-2781歯と口の健康相談室
健康・栄養相談日 16日（木） 10:00～12:00（予約制） 役場横田庁舎

もの忘れ相談会 15日（水） 15:00～16:00（予約制） 奥出雲町地域包括
支援センター

（問）奥出雲町地域包括支援センター
　　54-2512

こころの健康＆もの忘れ相談 21日（火） 13:00～15:00（予約制）
雲南保健所 （問）雲南保健所

　　42-9642
アルコールによる困りごと相談 27日（月） 13:00～15:00（予約制）
子どもの心の健康相談
～臨床心理士による～ 17日（金） 1日3ケース　①10:00～　

②13:00～　③14:30～（予約制）
難病、治療、生活などに関する相談 月～金曜日 8:30～16:30 しまね難病相談

支援センター
（問）しまね難病相談支援センター
　　0853-24-8510難病患者の就労に関する相談 8日（水） 13:30～15:30（予約制）

★★結婚・子育てに関する相談★★
結婚相談所「はぴこ」 12日（日） 10：00～15：00 横田コミセン青年室 （問）奥出雲はぴこ会

090－2860－2082（渡部）15日（水） 16：00～19：00 サイクリングターミナル2階研修室

★★その他の相談★★ 
出張年金相談 3日（金） 10：00～15：30

（予約制）
役場仁多庁舎 （予約先）

松江年金事務所  0852-23-954017日（金） 役場横田庁舎
移動ナースバンク（就業相談会） 8日（水） 13：00～16：00 ハローワーク

雲南
（問）ハローワーク雲南　
　　42-0751

◆
募
集
定
員

15
名

◆
申
込
期
限
　
７
月
２
日（
木
）

◆
対
象
者

60
歳
以
上
の
方

◆
受
講
料
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

奥
出
雲
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４
–
５
２
–
０
２
９
４

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相
談
に
つ

い
て

　
中
国
総
合
通
信
局
で
は
、
不
法
無
線
局
に
よ

る
混
信
・
妨
害
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障

害
な
ど
、
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相
談

電
話
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
不
法
無
線
局
、
混
信
・
妨
害
相
談

　
０
８
２
–
２
２
２
–
３
３
３
２

◆
受
信
障
害（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

　
０
８
２
–
２
２
２
–
３
３
８
３

◆
電
波
利
用
料

　
０
８
２
–
２
２
２
–
３
３
０
８

◆
そ
の
他
行
政
相
談

　
０
８
２
–
２
２
２
–
３
３
１
４

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
絵
画
・
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
ご
案
内

　
国
土
交
通
省
と
島
根
県
で
は
小
中
学
生
の

皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
中
で
す
。
土
砂
災
害
の

様
子
や
、
避
難
の
体
験
、
防
災
訓
練
、
防
災
へ

の
備
え
な
ど
、
見
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
考

え
た
こ
と
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
　
小
・
中
学
生

◆
応
募
方
法

・
絵
画
の
描
き
方
・
大
き
さ
は
自
由

・
作
文
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
、
小
学

校
低
学
年
は
２
〜
３
枚
程
度
、
高
学
年
は
３
〜

４
枚
程
度
、
中
学
生
は
４
〜
５
枚
程
度
。

・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
募
集
期
間
　
９
月
15
日
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　
島
根
県
土
木
部

砂
防
課「
絵
画
・
作
文
」担
当（
松
江
市
殿
町
８

番
地
）

☎
０
８
５
２
–
２
２
–
５
２
０
６

不
正
改
造
は
犯
罪
で
す
！

　
自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段

と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
娯
楽
の
道
具
と

し
て
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
部
品
等
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
①
灯
火
の
色
が
不
適
切

な
灯
火
器
及
び
回
転
灯
等
の
取
り
付
け
、
②

運
転
席
・
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ

ル
ム
の
貼
付
け
、
③
タ
イ
ヤ
、
ホ
イ
ー
ル
の

車
体（
フ
ェ
ン
ダ
ー
）外
し
へ
の
は
み
出
し
、
④

基
準
外
ウ
ィ
ン
グ（
エ
ア
・
ス
ポ
イ
ラ
）の
取
り

付
け
、
⑤
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
・
取
外
し
又
は

基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
等
の
不
正
改

造
を
施
さ
れ
た
車
両
が
存
在
し
、
国
民
生
活
の

安
全
・
安
心
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
不
正
改
造
に
つ
い
て
は
、
改
造
を

実
施
す
る
こ
と
、
改
造
さ
れ
た
自
動
車
を
走
行

さ
れ
る
こ
と
の
両
方
が
法
律
に
よ
っ
て
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
不
正
改
造
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
不
正
改
造
は
絶
対
に
行

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
　
自
動
車
点

検
整
備
推
進
協
議
会

（https://w
w
w
.tenken-seibi.com

/
）

◆
不
正
改
造
車
・
迷
惑
黒
煙
車
を
確
認
し
た

ら
、
左
記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

・
中
国
運
輸
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.m

lit.go.jp/form
-tb/index.

php?f=cg_form
_car.htm

l

）

・
不
正
改
造
車
・
迷
惑
黒
煙
車
情
報
提
供
窓
口

（
国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
自
動
車
技
術
安
全

部
整
備
・
保
安
課
）

☎
０
８
２
–
２
２
８
–
９
１
４
２
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◆鉄づくり千年の歴史
　７３３年に編集された『出雲国風土記』の中で、「鐵（ま
がね）」についての記録があります。「（仁多郡の）もろもろ
の郷から産出する鐵は堅く、種々の道具を造るのに最適」
などの記録から、8 世紀の初めには、すでに鉄づくりの拠
点となっていたことがわかります。
　以降、様々な改良が加えられながら発展していった製鉄
技術は、１７２７年に松江藩で定められた「鉄方御法式（て
つかたごほうしき）」という保護政策により、明治の初めま
では安定した経営が続きました。江戸時代末期の最盛期に
は全国の鉄生産量の８割以上を中国地方の鉄が占めたとい
われています。
　ところが、明治に入り価格の安い洋鉄の輸入が始まると、
たたら製鉄は衰退していきます。第二次世界大戦中に一時
的に操業されたものの、終戦とともに途絶えてしまいました。
しかし、世界に誇る日本刀づくりの技術を受け継いでいくた
め、１９７７年、日本美術刀剣保存協会が「日刀保たたら」
としてたたら製鉄を復元します。以降、現在に至るまでたた
ら製鉄による鉄の生産がこの地域で続けられています。

出雲國たたら風土記
いずものくに

～鉄づくり千年が 生んだ物語～

日本遺産に認定されてから10周年を迎えます。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　図
書
室

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室
　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室
　
☎
５
２‐

０
９
４
９

窪 

美
澄 

著

辻
堂 

ゆ
め 

著

青
木 

理 

著

酒
井 

信 

著

柴
田 

ケ
イ
コ 

作

福
田 

け
い 

監
修

朝
日
新
聞
出
版 

編

土
屋 

う
さ
ぎ 

著

新
川 

帆
立 

著

田
中 
ひ
か
る 

著

伊
波 

喜
一
郎 
共
著

富
安 

陽
子 

作

ア
リ
シ
ア
・
モ
リ
ー
ナ 

作

村
上 

し
い
こ 

作

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

7
月
の
休
室
日

月
曜
日
、祝
日
、

月
末
休
室（
31
日
）

日
曜
日
、祝
日

　かつて快挙をなしとげ、伝説となった東
新宿高校・定時制科学部。しかしその６年
後、顧問教師の藤竹は去り、科学部は消滅し
ていた―。日本屈指の進学校を退学して転
入してきた佐那は、自分の「欠けた部分」を
満たすため、「科学部」を再始動。画期的な

「ロケット」の開発に着手する！
（出版社紹介より記載）

『コズミック・ガール』
7
月
の
休
室
日

「
君
の
不
在
の
夜
を
歩
く
」

「
ふ
つ
う
の
家
族
」

「
百
年
の
挽
歌
」

「
松
本
清
張
の
昭
和
」

「
パ
ン
ダ
の
お
さ
じ
と
ぱ
ん
だ
っ
こ
ち
ゃ
ん
」

「
あ
や
と
り
大
図
鑑
」

「
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
学
習
年
鑑 

２
０
２
６
」

「
謎
の
香
り
は
パ
ン
屋
か
ら 

２
」

「
俺
の
恋
バ
ナ
を
聞
い
て
く
れ
」

「
明
治
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
大
関
和
物
語
」

「
わ
か
り
や
す
い
戸
籍
の
見
方
・
読
み
方
・
と
り
方
」

「
ま
ゆ
と
ご
ち
そ
う
春
夏
秋
冬
」

「
そ
れ
か
ら
ぼ
く
は
ひ
と
り
で
歩
く
」

「
ま
こ
ち
ゃ
ん
と
コ
ト
バ
ロ
ボ
」
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